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第68回読売教育賞 募集要項 

 

募集対象  

 

国・公・私立を問わず、小・中・高校、特別支援学校（学級）、幼稚園・保育所、認定

こども園、児童館、学童保育所の長および教職員、スクールカウンセラー、スクールソー

シャルワーカー、またＰＴＡ、社会教育団体・ＮＰＯ等、教育委員会、教育研究所、博物

館、科学館、図書館、公民館などの関係者。ただし、応募する活動内容が上記機関・団体

で行われたものであれば、応募時点で上記機関・団体に所属している必要はありません。  

 

募集部門  

 

１ 国語教育 

子どもたちをとりまく言語環境に大きな変化がおこり、読書離れも進行しています。時

代の変化に対応できる高い言語能力の育成が国語教育には求められています。読むこと・

書くこと・話すこと・聞くことを相互に関連させた表現の指導や、読解力・思考力を高め

る取り組みなど、新しい時代に向けた小・中・高校の意欲的な深みのある実践報告を期待

します。 

 

２ 算数・数学教育 

算数・数学教育には、数と計算、図形、数量関係、統計など各内容・領域の指導、数学

的な見方や考え方、数学に対する関心・意欲・態度の評価、他教科や総合的な学習の時間

との関連、発展的な学習や個に応じた児童生徒の指導、教具・電卓・コンピュータの利用

など、小・中・高校それぞれに課題があります。これらの課題の解決についての実践をお

寄せください。テーマは問いませんが、意欲的かつ具体的な実践報告を期待します。 

 

３ 理科教育 

小・中・高校や博物館、科学館などの教育現場で、自然の事象に対する児童生徒の科学

的な見方・考え方をどう育てたか、科学的に探究する能力や態度をどう養ったかなど、授

業に限らずクラブ活動など課外活動も含めて、さまざまな学習指導法の開発と実践的研究

を募ります。特に児童生徒の個性に応じてその独創性の進展をはかった研究を期待します。

地域の環境について科学的に探究する指導や実践も期待します。 

 

４ 社会科教育 

小・中学校の社会科教育の他、高等学校の地理歴史科・公民科の実践も含めて募集しま

す。近年の主権者教育の後押しなどもあって公民の実践が多く応募されましたが、地理や

歴史の実践も大歓迎です。現代を生きる子どもたちはやがて地域・国・グローバル社会の
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諸課題に立ち向かうことが求められています。自由でユニークで躍動感のあふれる実践を

期待しています。  

 

５．生活科・総合学習 

 生活科・総合学習は、主体的・対話的・探究的に生活を創造する営みを通して、自立への基礎を

養い、さらに生き方・在り方を深める学びの時間です。新学習指導要領では、学校間を接続し、ま

た各教科等を関連付けて俯瞰的に統合する学びの要、ESD（持続可能な開発のための教育）や地

域創生、キャリア教育等の視点からの期待も高まっています。たくましく学び育っていく子どもの姿

とそれを支える教師の知恵や技、さらに活動に関わる様々な人々や場の様子等が豊かに表現され

た実践報告を期待します。 

 

６ 健康・体力づくり 

児童生徒の心身の健全な発育・発達のためには、各種の運動、スポーツまたはダンスを

楽しく安全に実践できる能力の習得が重要です。また、保健・体育の授業や課外活動のみ

ならず、学校・園ぐるみの活動、地域住民との取り組みなども有益です。創意工夫に富む

体力づくり・健康づくり・スポーツ競技力向上のための実践報告、または心身のケアに関

する保健活動報告を期待します。 

 

７ 外国語・異文化理解 

グローバル化がさらに加速する昨今、英語教育は大きな転換期を迎えています。2020 年

度には小学校 3学年から外国語活動として、5学年からは教科として英語を学習します。小・

中学校、高校で、どのように、話す、聞く、書く、読む４技能の力を育成し、語彙力を伸

ばし、英語を自由に使いこなせる力を涵養するのか多くの課題があります。また、コミュ

ニケーション力には異文化理解が必須です。これらの課題に意欲に取り組む作品を期待し

ます。 

 

８ 児童生徒指導 

仲間と一緒に学んだり生活したりすることは、本来、子どもの心をわくわくさせるもの

です。しかし、昨今、いじめや不登校などの問題が深刻さを増し、家庭の貧困による教育

力低下や情報社会でのＳＮＳの乱用などが子どもの心を蝕んでいます。問題解決の手がか

りを模索するためには、地域社会との連携も求められています。子どもたちの心の発達を

支えるために、教室の内外で取り組まれている生徒指導、教育相談、カウンセリング等の

意欲的な実践報告を歓迎します。 

 

９ カリキュラム・学校づくり 

カリキュラムの開発と学校づくりは学校改革の基本です。個々の学校での主体的、創造

的なカリキュラムづくりと学校づくりの実践が中心ですが、教職員の研修、学校間連携、

教育委員会との連携、地域を基盤とする学校改革の試みも含まれます。学校と地域の実態

に即した、子ども、教師、保護者の成長と協同を内容とする実践報告を期待します。 
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１０ 地域社会教育活動 

グローバル化のもとで、地域社会は環境問題や少子高齢化、多民族の共生など新たな課

題に直面しており、変化する現実社会に向き合い社会参加能力を高めるような地域社会教

育への関心が高まっています。持続可能な地域づくり・環境学習や地域文化活動、学校・

地域の連携と青少年の社会体験学習、子どもや高齢者をふくむ多世代交流、人権・平和学

習、異文化理解・国際交流など、学校・社会教育施設や NPO・市民団体などによる地域社会

教育・ボランティア活動の実践報告を期待します。 

 

１１ ＮＩＥ 

 「ＮＩＥ」は「Newspaper In Education」の略で、新聞の教育活用を指します。新聞に

は、国内外のニュースと解説、意見や主張、広告や写真、資料などが詰まっています。社

会生活で求められる知識や読解力だけでなく、思考力・判断力・表現力、さらにはよりよ

い社会形成への関心・意欲・態度までも育むことができます。このような「生きた教材」

と言える新聞を使った教育実践を募集します。学校や教育関係団体などの授業や活動を対

象とします。将来を担う人材の育成に役立つような、独創的で意欲的なリポートを期待し

ます。 

 

１２ 幼児教育・保育 

どのような施設においても、幼児教育や保育の質を充実させ高める実践が現在求められ

ています。子どもたちのくらしと遊びの経験が充実し、健やかな成長と発達を保障し、さ

らに向上していくこと、そしてそのために園での取り組みが大切になっています。幼稚園

や保育所、認定こども園等をはじめ、学童クラブ、児童館、子育て支援センター等で、子

どもたちが遊びやその他の活動を通じて豊かな生活を送れるような、各地域の創意工夫を

している実践報告を期待します。 

 

１３ 美術教育 

美しさを感じる感性と、これをつくりだす知性は、すべての人が持っている資質・能力

です。その集まりによって生まれた美術は、人々の見方や考え方を豊かにしてきました。

現在では、幼児の表現活動、図画工作や美術の授業、美術館の普及活動、地域連携や市町

村の活動など、様々な場面ですばらしい美術教育実践が行われています。子どもたちの力

の伸び、生活や社会とのつながりなどを、子どもの姿から見つめた具体的な実践報告を期

待します。 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 
 

応募方法  

応募は、全13部門とも自薦、他薦ともに認めます。他薦とは学校長、園長、都道府県

や市区町村の教育委員会、教育研究所、私立学校園連合体、大学、学部などの推薦です。  

 

１．提出書類  

（１）教育実践報告書 応募者自身が取り組んだ教育実践とその成果について具体的に

記述してください。取り組みのねらいや経緯、結果のほか、苦心談やエピソードなどが

あればお書きください。報告書はＡ４判（１ページ1600字相当）で12ページ以内。

写真や図表などを含みます。報告書には、参考資料を３点まで添付することができます。

授業指導案、児童生徒作品、映像、新聞紹介記事など何でも構いませんが、かさばるも

のは不可です。ただし、選考は原則として報告書に基づいて行いますので、添付の資料

を読まなくても内容がわかるようにまとめてください。  

（２）応募票 住所や連絡先などをご記入ください。  

（３）報告概要書 報告の要旨、応募理由、経歴などをご記入ください。  

（４）推薦書 他薦の場合のみ、添付ください。書式は自由です。  

 

２．送り先  

〒100－8055 東京都千代田区大手町1－7－1  

読売新聞東京本社編集局 読売教育賞事務局  

 

３．応募期間  

平成31年８月１日（木）～同年８月２２日（木）  

＊８月２２日までに発送された消印または伝票が付いていれば有効とします。  

 

選考  

選考委員１４人により、部門別に最優秀賞と優秀賞を選びます。選考は、応募者の経歴

などにとらわれず、教育実践の内容や成果、意義に基づいて行います。応募者が具体的

にどのように実践し、それが子どもの成長や学校、地域社会の発展にどのような意義を

持つのかを重視します。主に最近の実践活動が対象となります。 

 

発表と表彰  

１．受賞者は１１月上旬の読売新聞紙上に発表する予定です。  

２．表彰式は平成３１年１１月２６日（火）に東京都内で開き、最優秀賞受賞者に盾と

副賞（１件５０万円）をお贈りします。  

３．優秀賞受賞者には盾と記念品を、選外の方には記念品をお贈りします。  

４．最優秀賞に選ばれた報告書はホームページで公開します。  

５．提出書類は、添付の参考資料を含めて返却します。  

※応募に関する個人情報は、賞の選考や取材以外に使用いたしません。  
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注意事項  

１．応募は1人（１団体）１編、応募者自身が執筆したものに限ります。  

２．団体での応募も受け付けますが、報告書の冒頭に必ず団体名と代表者名を記入して

ください。団体や学校単位での取り組みを個人名で応募する場合には、妥当性をよくご

検討願います。 

３．受賞報告書の著作権は、読売新聞社に属するものとします。  

４．過去の最優秀賞受賞者は、受賞後５年間以上経過し、かつ募集部門が異なれば、応

募できます。  

５．読売教育賞以外の賞と重複して応募した場合は失格とします。  

６．提出書類が到着したか確認のお問い合わせはご遠慮願います。   

7. 受賞者本人への連絡後、教育委員会や学校長などに事務局から連絡をとらせていた

だきます。 

８．実践報告書に新聞紙面を図版として掲載する際は、出典を明確にしてください。最

優秀賞に選出された場合、Web公開の関係から出典元の新聞社への許諾申請が必要と

なります。 

 

お問い合わせは 

〒100－8055 東京都千代田区大手町1－7－1  

読売新聞東京本社編集局 読売教育賞事務局  

電話 ０３－６７３９－６７１３  

ＦAＸ ０３－３２１７－８３２１  

［Ｅメールアドレス］kyoikup@yomiuri.com  

 

選考委員（部門順）  

齋藤孝 明治大学教授（国語教育）  

秋山仁 東京理科大学教授（算数・数学教育）  

滝川洋二 ＮＰＯ法人ガリレオ工房理事長（理科教育）  

谷川彰英 筑波大学名誉教授（社会科教育）  

奈須正裕 上智大学教授（生活科・総合学習）  

田中喜代次 筑波大学名誉教授（健康・体力づくり）  

田近裕子 津田塾大学教授（外国語・異文化理解）  

河野義章 東京学芸大学名誉教授（児童生徒指導）  

佐藤学 学習院大学特任教授（カリキュラム・学校づくり）  

佐藤一子 東京大学名誉教授（地域社会教育活動）  

小原友行 福山大学教授（ＮＩＥ） 

秋田喜代美 東京大学教授（幼児教育・保育）  

奥村高明 日本体育大学教授（美術教育）  

富所浩介 読売新聞東京本社教育部長 


